
7月 ‖ 日 総会 ご参集を !

第5回 目黒稲門会定時総会を7月 H日に行います。今回は各部会

報告、新事業提案など、目黒稲門会をさらに楽しく活性化する提案

がなされる予定です。多数の皆様のご参集をお願いいたします。

日時:7月 H日 (日 )総 会:午後5時30分から

懇親会:午後6時30分から

会場 :目 黒雅叙園2階 総会「華うたげ」・懇親会「華つどい」

会費:1万円 (同伴ご家族5千円)

*お申込み:同 封はがきにて。締切り:6月 19日

*お振込み:7月 3日までに東京三菱銀行中目黒支店 (普 )0363450

目黒稲門会代表:浅海敏之あてお振込みください。

校友会・他区稲門会交流だより
5月 10日 の役員会で、大学・校友会と協力・連携をとり活動する新

年度役員が、以下のとおり了承されました。

商議員:会長、浅海敏之、海沼美智子、土川俊雄

代議員:鈴木正明、岸 猛弘、大竹一子、中西千可子、

中上美代子、岩崎正夫

稲門会運営委員:大竹一子

稲門祭実行委員:井村正陽、大竹一子、岩崎正夫

東京 23区支部総会、開催
4月 26日 (月 )、 大隈会館にて、東京23区支部総会が開催されました。

第1部総会では真仁田支部長 (目 黒稲門会会長)の開会挨拶に次ぎ、

2003年 度活動報告・決算報告・監査報告、2004年 度予算案・活動

方針・役員選出の提案があり、出席者の了承を得ました。

第2部親睦会では、手塚新支部長 (千代田区稲門会会長)の挨拶。

大学校友課、東京三多摩支部ご来賓のご紹介の後、校友会代表

幹事小林栄一郎氏の乾杯の音頭で歓談の輪が広がりました。23区

全区から、会長・副会長・幹事長など要職の方々が出席され、支部と

してのパワーが感じられるひと時でした。

そして後半、校歌斉唱で散会。目黒稲門会はこの1年 、初年度の

支部長担当区として、多くの会員の皆様のご尽力により、無事大任

を果たすことができました。ありがとうございました。

(当 会からの出席:真仁田会長・浅海幹事長・保井幹事。大竹幹事・

岩崎事務局長 )

新 入 会

原田貞子 :昭和32年 。文 (目 黒区八雲)読書

空 往 満 帰

― 外岡茂十郎の軌跡 ② ―

外 岡   明 (26年理工・電)

① 東京大學野球運盟 解散

こうした時学生野球界に、最後の暗雲が降りて来た。

野球を、敵性スポーツとして自眼視する 軍部の成を借りた文部省に

よる、学生野球の弾圧である。

昭和18年 4月 6日付けで、文部省から東京大学野球連盟に一通の

覚書が届けられた。 これが『文部省の連盟解散命令』と言い伝え

られるものである。(この時、中等学校以下には「野球禁止令Jが出

された。)

内容は、リーグ戦の取り止めと、連盟の解散に関する 特別の指示

であって、連盟では、この指示に従つて、4月 23日 に理事会を開いて

解散を決議した。

前年秋頃から、こうした情報が伝わってきたので、飛田さんを始め

連盟関係者が、文部省や各関係方面と折衝して、極力解散回避に

努力し、また慶応の小泉塾長は、体育審議会において野球弾圧の

兆しを訴えられたりされたが、この暴挙を止めることは出来なかった

のである。

大正3年に 早慶明の三大学の連盟が結成されてから29年間、大

正14年秋に 六大学の連盟となってからでも18年 間、学生野球の発

展に貢献してきた 東京六大学野球リーグ戦も、ここに一時終止符を

打つことになったのである。

lnll

「東京大學野球連盟」と「東京六大学野球連盟」の名称と経緯については、

関連を示す資料が見当たらず、解明に難儀したが、大和球士著『野球五

十年』(昭和30年 )によると、ほぼ次の様な事情である。

東京六大学野球連盟は、大正14年 に結成されたが、昭和7年 5月 早稲田

が連盟を脱退した。(理由省略)

そこで、早稲田を除いた五大學で新たに『東京大學野球連盟』を結成し、

リーグ規約を改革した。

ところが、同年秋のリーグ戦 直前に、或る仲介により早稲田は、無条件で復

帰することとなった。

以後、「東京大學野球連盟」の名の下で、六大学野球リーグ戦として継続

してきたが、昭和18年、前記事情により、同連盟は解散した。そして昭和21

年5月「東京六大学野球連盟」として復活した。



[閑話休題]

この頃、敵国の匂いのするものは一切駆逐してしまおうとする、軍の

方針に従う文部省の指導により、野球用語が日本語に改められた。、

しかし六大学では、遂にこの奇妙な野球術語を実施することはなか

った。

【野球用邦語集】(東京大學野球連盟撰定)

改定用語は、Hl語に及ぶが主なものを列記すると次の通り。

ストライク=本球、ボール=外球、アウト=倒退、セーフ=占塁、ファール

チップ=即捕外圏打

インフィールドフライ=内野飛球、ボーク=擬行、バンド=躍転、ヒットエ

ンドラン=協走打、

スクイズ=求点走打、ナックルボール=指節球、デッドボール=触体、タ

ッチ=触球、カウント=球数、マスク=面具、ボール=用球、バット=打棒、

グラブ・ミット=護掌、ユニホーム=制月風 等

プロ(職業野球)では、

ストライク=よし一本、ボールワン=ひとうつ、ファール=もといつ、三振・

アウト=ひけつ 等

① 出陣学徒に贈る早慶戦

昭和18年 2月 、ガダルカナル島 転進 (実は惨`謄たる痛手を受けて

撤退)という報が伝わって以来、南方洋上の戦いは、益々熾烈となっ

て戦況は日に日に悪化してきた。

このような戦況のもとlo月 2日「在学徴集延期臨時特例」という勅令

が出て、文科系学生の徴兵猶予は停止された。 そして大学在学

中の適齢者は、12月 1日 には、陸・海軍へ入営するということになった。

早稲田でも、約axxl人の学徒が学業半ばにしてペンを捨て、「仮卒業」

又は「無期体学Jの手続きをして、銃を執らねばならぬこととなった。

こうした折もおり、10月 6日 慶応の平井野球部長が飛田さんを訪ねて

来られ、「出陣学徒への餞 (はなむけ)に早慶戦を行いたい」と申し

込んできた。 しかも、これは小泉塾長の賛同を得てのものであった。

その趣意は、「早慶戦というものを、伝統的に愛し続けて来た早慶両

大学の学徒にとつて、早慶戦こそ最も思い出となる、出陣への餞でな

くてはならない。Jというのである。

その頃、早稲田の大学当局は、軍部の好まない野球試合の開催には、

否定的態度であった。

この申し出に飛田さんは、野球部長外岡の意見を聞いた。

外岡は、この申し入れを受けたいと思ったが、幾多の難間に直面す

るであろうことは、想像にかたくなかった。

一それには、前段があつた―

半年前の4月 下旬。すでにリーグ戦は出来なくなっていたが、対校戦

なら良いだろうと、慶応から試合を申し込ん来た。 他校との対校試

合を計画していた早稲田は、是非応じたいということで、総長に相談

した。すでにこの時、『東京大学野球連盟は解散を命じられて中断

しており、試合をするなら、大学総長の責任による対校戦しかなかった』

からである。

ところが、総長は「国を挙げて戦争一本に打ち込んでいる最中で、殊

に空襲も予想されている時に、早慶戦などをやって、大勢の人を集め

ることはどうか」と難色を示した。外岡は「いま大学では、報国隊を編

成して、戦時体制を整え、空襲など|こ も備えているのだから、こんな時

こそ、報国隊の組織力を発揮すべきであり、また、その訓練にもなる」

などと意見具申した結果、それなら各部隊長の意見を聞こう、という

ことで報国隊の部隊長会議を開くこととなった。

(当 時大学では、各学部、専門部各科、高等師範部、第一第二高等

学院、専門学校、高等工学校、工手学校で夫 部々隊を編成しており、

この15の部隊は、総長を隊長とする早稲田大学報国隊の下に統合

されていた。)

部隊長会議は、3日 間に亘って論議されたが、甲論乙駁で結論が出ず、

外岡の発案で多数決で決めようということとなった。そして各部隊長

カリ順次立って意見を述べた。その結果、
"寸

6で賛成多数となった。

しかし、会議を司会していた錬成部長が、この結果を総長に具申し

たところ「現在の情勢下において、早慶対校戦を行うことは、適当で

ない。」ということで、あっさりと早慶戦は見合わせることに決定してし

まった。

早稲田の野球部としては、慶応に醜態をさらけてしまったのである。
一

外岡は、この経緯から「ここで又、学校側からの圧力で出来なくな

ったりしたら、それこそ慶応に顔向けが出来ないこととなる。 戦乱

の中に身を投ずる若い学徒の胸中と、慶応の熱意を思う時、万難を

排しても、これを決行しなくてはならない」と腹を極めた。 そして“是

非やりましょう"と飛田さんに答え、困難は覚悟の上で大学当局に諮

った。

しかし大学側の反応は 案の定 冷たかった。 早慶戦独特の興奮

からの不祥事や、空襲などの不測の事態を懸念する、事なかれ慎重

論や、軍部に気兼ねしての時局認識論が優位であった。

外岡は各学部長への説得に努め、そして飛田さんは、相田マネージ

ヤー(暢一:戦後 学生監督 昭和22年。法)を連れて総長に直談判ま

でした。しかし事態は遅々として捗らなかった。

小泉塾長の賛同を得て張り切っていた慶応は、この状態では実現

は難しいとの感触から、多くの選手が徴兵検査や入営の準備のた

め親元に帰っていった。

(10月 25日から11月 5日 までに臨時徴兵検査を受け、12月 1日 には

入営する)

業を煮やした飛田さんを始めとする野球部は、自らが責任を負うとい

う形で10月 16日試合を強行することとし、慶応側に応諾の返答をした。

法学部の教務主任の立場にある外岡にとつてはは、職を賭した覚悟

での決断であつた。

ところが、大学当局はこの野球部の決定を黙認した。

10月 13日の早稲田大学新聞は、こう書いている。

「栄誉と伝統に燃え、若き血をたぎらした早慶戦も、今春以来一時体

上のや止むなきに至り、愛球家は勿論、学生一般からも愛惜されて

いたところ、今回の画期的な学徒動員を契機として、その開催の運

びを見るに至ったのは、まことに喜ばしいことである。往くもの残るもの

すべて母校の旗の下に不減の万感こもる校歌を高唱して、決別の

一時を過ごすことになった」と、これに賛意を表した。

慶応は、急違、帰省している選手を電報で呼び返し始めた。

ところが、試合前日になってまたしても、学校当局から横槍が入ってき

た。

錬成部は、相田マネージャーを呼びつけて「新聞には、試合開始が

午後1時と発表されているが、試合は午後1時までに終了するように

始めなくては、球場は使用させない。」と申し入れてきた。

観客が集まってくる前に試合を終わらせて、混乱を避け様というので

あろうが、これでは、早慶戦を最後の思い出にしようと集まって来る両

校の選手・学生を裏切ることになる。しかし、すでに神宮球場は、文

部省の指示で締め出されてしまっており、戸塚球場の使用なくしては、

試合は出来ないという大きな弱みがあった。

追い詰められた野球部は、表向き学校の申入れを呑み、奇策を演じた。

「早稲田は、早めにグランドに入って練習をしながら、慶応を待つこと

とする。慶応には、予定通りの時間にグランドに入ってもらう。もし学校

倶Jが督促したら、慶応が遅れていると言えばいい」。というものだ。



試合を明日に控えた戸塚球場では、秋の夕日もすでに落ち、暮色

が迫っていた。軽い練習を済ませた選手たちは、手に手に等や塵取

りを持って、グランドからスタンドの隅々まで掃き清めていた。その中に

は需を手にした飛田さんの姿もあった。 最上級生の或る選手は下

級生2～ 3人を連れて、バックネット裏の不潔極まる便所を綺麗に掃除

をした。 記憶さるべき試合の好敵手を、快く迎える当然の礼儀とし

て、最上の場所を提供しようという配慮からである。

当日は日本晴れの快晴だつた。早稲田の選手は計画通り、早めに

グランドに入り練習をしながら、慶応の到着を待った。選手以外の部

員は、制服でゲートルを巻いて、場内整理と警備に当たった。

そこへ慶応の選手が予定の時刻に整然と入場して来た。三塁側慶

応学生席は勿論のこと、一塁側早稲田の学生席からも大きな拍手を

もってこの選手たちを歓迎した。

そして小泉塾長が教職員を伴つて戸塚球場に入って来られた。

相田マネージャーが、丁重に野球部関係者の待つネット裏の席に招

じ入れ様とすると、「いや、私は学生たちと一緒にいるのが楽しいので、

学生と一緒に見ます。」と言つて、学生の間に挟まって、新聞紙を敷

いて腰を下ろされたのである。

これに対する早稲田側は、前野球部長の山本忠興教授、専門部法

律科長の中村宗雄教授、前体育会主事の寺沢信計氏のみで、総

長は勿論のこと、幹部も教授も体育会の職員すら姿を見せなかった。

事が起こっての責任を逃れるためであったのであろうか。

ある選手は、「本当に慶応を羨ましく思い、塾生は幸せだなあと痛感

した」。と当日を述懐している。

試合の結果は「10対 1」 という大差で早稲田の一方的勝利に終わっ

た。慶応はエース大島が練習不足で肩の調子が悪く、左腕久保木

が先発した。早稲田は主戦投手岡本が、慶応打線を7安打1点に押

えて完投、打線も慶応の2投手から12安打を放つた。

慶応は、別当、大島、坂井、久保木といった豪華メンバーをもってしも、

三回裏の4失点を跳ね返す事は出来なかった。

出場メンバーは、次の(打順)通り。

早稲田■(二)森武雄 (岐阜商)、 2(捕 )伴勇資 (福 岡工)

3(左)近藤清 (岐阜商・戦歿)、 4(一)笠原和夫 (市岡中)、

5(中 )吉江―行 (盤城中・戦歿)、 6(投)岡本忠之 (扇 町商)、

7(三 )鶴 田鉦二郎 (岡崎中)、 8(右)伊藤俊夫 (岐阜商)、

9(遊)永谷利幸 (平安中・戦歿)

慶 応:1(左 )矢野鴻次 (下関商)、 2(二 )山県将泰 (広 島商)、

3(捕 )坂井盛一 (滝川中)、 4(中 )別当薫 (甲 陽中)、

5(右)大島信雄 (岐阜商)、 6(一 )長尾芳夫 (東邦商)、

7(投)久保木清 (広 島商)、 (投)高松利男(東京市商)、

(打)加藤進 (愛知一中)、 8(遊 )河内卓司 (広 島一中)、

9(三 )増 山桂一郎 (敦賀商)

この結果は当然といえた。 早稲田の返答が遅く、練習を中止して、

出陣準備のため帰郷していた慶応の選手達は、急違呼び戻され、

おっとり刀で馳せ参じた面々であったので、練習不足は否めなかった。

だが、勝敗は問題ではなかった。試合中両校生は声の限り校歌・応

援歌を歌い、選手は力の限リプレーした。

試合が終わると互いにエールを交換し、早慶両校の学生。選手が一

緒になって、「若き血」「都の西北」校歌・応援歌を声高らかに歌い、

戸塚球場は一つの大きな塊となった。腕を組み、肩を組み何回も何

回も歌い続け、感激の限りをつくした。

やがて、何処からともなく「海行かば」の歌声が聞こえてくる。腹の底

からしぼり出す様な声、それは次第にスタンドの学生から学生へと広

まり、やがて大きなうねりとなって、早稲田の森にこだました。

選手たちもみな涙を流していた。

やがて三塁側を埋めていた慶応の学生が、秩序正しく退場を始

めた。誰からともなく「こんどは戦場で会おう」という叫び声があがる。

互いに手を振り合い、応酬し合いながら、最後の早慶戦の幕は閉じた。

小泉塾長に率いられた慶応の若人たちは、敗戦にもめげず、スタンド

に紙くず一つ残さず、清掃して引き揚げていつた。新聞紙その他の

敷物のすべては、慶応の委員の手によって綺麗に整理されたので

ある。

しかし、残念ながら早稲田側応援席は、そのまま 無秩序に散じて

行った。

この日の感想を、飛田さんはこう記している。

「試合は早大の勝利となったが、大學当局の仕打ち、学生の観戦態

度、すべて慶応に一等を輸した」。

(参考:一筆を輸す:イッチュウをユす。 まける、やられる、劣る、の意c)

務:]響笏iざま
借

::ら

味わわなく

|[ま

なら

illil五 を書を参考として編纂しました。  |
飛田穂洲著 :「球道半世記」、                   |
笠原和夫・松尾俊治共著:「学徒出陣最後の早慶戦」         |
相田暢一著:「ああ安部球場紺碧の空に消ゆ」、

神山圭介著:「英霊たちの応援歌」

池井優著:「東京六大学野球外史」、

富永俊治著:「 関白さんのホームランJ

東京六大学野球連盟:「野球年鑑」、「早稲田大学野球部五十年史J

最後の早慶戦を実現した外岡部長



オ…ストラリアと東南アジアクルーズ

かねてから船旅をしてみたいと思っていたが、たまたま手頃なクル

ーズッァーがぁったので、家内と参カロする。

2002年 2月 20日 から23日 間、シドニー・香港を入れてloの 港に立ち

寄るクルーズ。

ツアーー行 19名 (男 7名 、女12名 )に添乗員を入れて計20名 。2月

20日 昼出発した。翌朝シドニー着。市内観光後、午後1時にダーリン

グハーバーより乗船する。

リーガル・プリンセス号、7万 トン、英国船籍、米国クルーズ会社、14

階建 (13階はない)。 乗客定員1,590名 、乗組員696名 、乗客は国籍

が米国、英国、カナダ、オーストラリアで90%強、日本は21名 、その他で

合計 1,541名 、満室。

船内では登録したカードを使い、現金は不要。チップはまとめて下

船時払いという気楽に暮らせるシステム。食事はツアーフィーに含ま

れているが、アルコール類のみ別途精算。

乗船後間もなく出航、家内と14階の展望デッキヘ出て外の景色を

眺める。船はハーバーブlリ ッジを抜け、右に自く輝くシェル型のオペラ

ハウスが景観を引き立てている。次第にシドニーが遠のいていく。

1合内ツアーに参加する。カジノ、プール、ジャグジー、ダイエングルーム、

その他の食堂兼バー、劇場、映画館、スポーツジム、理・美容室、ラン

ドリー等。毎朝各客室に船内新聞が届けられ、その日の航路や催物

が紹介される。

朝食と昼食はビュッフェヘ行くことが多い。日替わりで料理が変わ

るし、好きなだけ食べられるから、ここでフィリピン人のウエーターと仲

良くなる。夕食はダイニングルーム、ここでは指定席で、テーブルごとに

2人 の専属ウエーターがつく。毎晩フルコースのデイナーで、イタリア

人のシェフが腕を振るった豪華な料理をワインと共に堪能した。

朝食後はプールで一泳ぎしてから、ダンス教室へ通う。世界チヤン

ピオンの夫婦が教えている。4、 50人が集まり、クルーズ中速いテンポ

のラテンステップを習う。

昼食後は、絵のオークションがある[1には参加する。セリ人の口上

が早く何とも解らない。値段も聞き取れない。何回日かに版画を落札

した。最後のオークションでは招待状が来た。終わりに抽選で版画

が1枚当たるが、なんと自分の招待状の番号が呼ばれてびっくり。

夕食後はダンスホールヘ行き、8時半のショータイムまで踊る。ショ

ーは1時間、ミュージカルやバラエテイーショーを生バンドが伴奏する(他

の踊れるところの音楽も生演奏)。

最初の3日 間オーストラリア東部を航海、四方島も何も見えない大

海原。初めて味わう風景、波は穏やか、南半球2月の真夏の太陽光

線をさんさんと浴びて船はひた走る。

初めの寄港地グレートバリアリーフでは、世界遺産のIFM瑚 礁を見

るものと思っていたが、海の上から見物しただけで陸に上がってしまう。

動物園見物、オーストラリア特産の動物をたくさん見る。

驚いたことにこの辺の川には野生のワニが生息している。海岸に

もワニ危険の立札があったりする。海水浴場ではサメ除けネットの中

で遊泳する。

オーストラリアのケアンズ、ダーウィン

と寄港し、ロンボク海峡を抜ける。

バリ島はテロの危険地域のため寄

らずに先へ進む。

バンコック近郊、
生きた虎にまたがる

途中、赤道通過祭がプールサイドである。乗組員が寸劇を見せる、

プ1リ ンセス、ジャズオーケストラが派手にバックミュージックで盛り上げる。

海賊が裁判にかけられ、アイスクリームやスパゲテイー、パイ等をふん

だんにぶつけ合い、船長がメチャクチャにされて、プールに投げ込ま

れておしまい。

ダーウィンを出てから5日 間航海し、マレー半島とスマトラ島両方が

見えるマラッカ海峡に入る。島には無数に小島が散在し、いかにも海

賊の隠れ家のようだ。

クアラルンプール、シンガポール、クヮンタンに寄港、観光した後バン

コック近郊レムチャバン港に入る。ここでのヌン・タツ本すガーデンが一

番のハイライトオプションだった。

群象の曲芸、生きた虎にまたがり記念スナップ、もうこわごわ。家内

が背中に乗つた場ウーっと唸った。チンパンジーがキスをし、象の鼻で

持ち上げられたり、減多に経験できない1日 だつた。

ベトナムでは早朝あの雄大なメコン河を7万トンの船が静かに遡る。

朝もやの河面を日の出が照らし、岸辺の熱帯の小鳥がさえずり出す。

幽玄な世界にひたる。

週に1回 、船内でフォーマルパーティが催される。最初は船長主催

のウエルカムパーティ、5階のアトリウム、7階まで吹き抜け、ほとんどの

人がタキシードとイブニング。乗船時あまりきれいとは言えない格好を

していたアメリカ人がスカッとしている。後で聞くところによると、彼らは

とてもパーテイが好きなのだそうだ。

下船間際のお別れパーテイは、夜 11時 半からアトリウムで全乗客

が参加。5階の真ん中には乗組員が朝から積み上げた750個のシャ

ンパングラスに、皆で次々と132本 のシャンパンを注ぎ込んだ。階上か

らはクラッカーを鳴らして景気をつけ、まるでハリウッドの映画の中に

入ったような錯覚になった。美味しいオードブルでシャンパン飲み放題、

500本を空にする。

数々の憶いを残し、3月 14日 香港のビクトリア桟橋着、市内観光後、

空路成田へ向けて帰路についた。

天候にも恵まれ、利ヒ源郷で遊んだような楽しい3週 間の船旅だつた。

(昭和31年。商 )

豪華なシャンバンで船内パーティ
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昭和23年、早稲田大学理工学部 (工業経営学科第 4分科)に

入学 しましたが、翌年から新制大学に移行するため、旧制学

部最後の新入生となったわけでした。

入学 してからの学生生活は、敗戦による混乱から食べるも

のも着るものも乏しく、貧しかつた青春時代ではありましたが、

毎日弁当箱持参で通学 しました。戦争末期、勤労動員や空襲

に明け暮れて、学校どころではない頃と比べれば、至福の一

刻でありました。

工業経営学科の教室は理工 9号館 (現在 6号館)の 4階で

したが、関連する授業、例えば、工業簿記、原価管理、統計

学などは商学部で受講 し、私の在籍 した第 4分科の化学工業

関連の課目は、応用化学科教室で合同授業を受けるなど、ジ

プシーのように学内を渡 り歩いたものでした。

その中で、吉田忠先生の「物理化学」 (必須課目)の試験

は難しく、多くの学生が合格点を取れず、 3学年まで挑戦さ

せられているとの噂でしたが、私も同様で、 3学年で辛うじ

て「可」で単位がとれた苦い思い出があります。

また、工業経営の名取教授の「貿易英語」は、世界情勢や

国際問題の時事解説が多く、世界に目を向かせられ、戦時中、

軍国教育を受けた井の中の蛙も目覚めた思いがしたものでした。

大学生活の中で最大の楽しみは六大学野球でした。特に早

慶戦は「世界三大スポーツ」の 1つ に挙げられていて、人気

が高く、試合当日に講義がある場合、クラス委員から先生に

体講をお願いして許可をとり、皆で神宮球場へ駆けつけました。

時には先生から「休講にするから応援に行ってこい」とハッ

パをかけられたこともありました。

私の 3年間の在学中、リーグ優勝は4回 もあり、そのたび

に新宿へ繰り出して騒いだものでした。特に35年秋の拝尾を

飾る早慶二回戦は、昭和天皇・皇后両陛下の天覧試合となり、

末吉・平古場の投げ合いに応援合戦も大いに盛り上がりました。

結果、早稲田1-0で勝ち、優勝を決めました。これで春・

秋連覇したことになり、その日の夜新宿は大変でした。私も

クラスメートと帝都座の裏手にあった喫茶店に集まり、バク

ダン (梅酢入り安焼酎)で乾杯 しては街へ繰 り出し、名前も

知らない座布団帽の早大生と肩を組み合って踊り狂つたもの

でした。まさに青春のエネルギーを爆発させてくれた一夜で

した。

第 3学年になって、新制大学 1回 生が私たちと同時卒業す

ることがわか り、就職戦線が厳 しくなると困惑 している中、

10月 27日 、学生自治会 (全学連)の レッドパージ反対集会の後、

デモ行進で大学本部 2階会議室に乱入、占拠 し、島円総長、

各学部長を監禁、平和 と大学擁護を迫ったので、大学当局は

警察に出動を要請する大事件が発生 しました。

化学実験室で卒論のデータ取 りをしていましたが、騒が し

いのでクラス仲間と大隈侯銅像前に行ってみると、多 くのヤ

ジ馬学生が遠巻 きに見物 していました。ノンポリの私たちも

見物 と決め込み、これは就職試験に影響 してまずいことにな

るぞと話 し合っていたら、鉄カブ トに盾を持った武装警察官

隊が正門前から大学本部ビルに追 り、デモ隊排除にかか り、

激 しい小ぜ り合いが始まりました。これを見て、反骨の在野

精神 と大学のキャンパスを汚 してなるものかという気持ちか

らか、期せずして見物の学生たちより警官隊に向かって「帰れ !

帰れ !」 の大コールが始まりました。私たちも就職試験への

心配を忘れ、大声で帰れコールに唱和 したのでした。検挙者

143名 を連れて警官隊が帰った後、残っていた学生たちと

声高らかに校歌を斉唱して、おのおのに引き上げたことを今

でも覚えています。

これは、3年間の学生生活の中で、知らず知らずのうちに

早稲田魂が身についたものだと感じ入った次第でありました。

次は、土方正巳麻雀部会長にお願いします。

註・三大スポーツ :オ ックスフォー ド大とケンブリッジ大

のボー トレース、エール大 とハーバー ド大のフットボール、

野球の早慶戦。

リ レ ー 随 1想

(昭 26年 ・理工)

-5-



日碁部会

第5回稲穂会囲碁大会

6月 6日 (日 )午 前H時～午後6時

早稲田大学新学生会館 (記念会堂裏 )

対局 4階 403 404 405  懇親会 3階食堂

23区の囲碁愛好家64名が集って、各クラス8人のハンデイ戦で行

われます。日黒稲門会から郡山弘文 (S27・商)伊藤源喜 (S29・ 理工 )

八幡和三郎 (S33・ 商)桑野裕光 (S33商研 )高橋栄一 (S54・ 理工 )

保井正 (S34・ 政経)の各氏が参戦します。

日黒稲門会 囲碁部会日程

6月 19日 (土)下 目黒住区センター

7月 17日 (IL)  ″    ク

午後1時～5時  会費 500円

囲碁部会長 真仁田 勉

ゴルフ部会
第14回ゴルフ回は5月 25日 、プレステージカントリークラブで開催さ

れました。快晴に恵まれ21名 が参加し、優勝は村上満、準優勝三部

由夏子、3位岸猛弘の諸氏でした。次回は10月 13日 (水 )と 決定しま

したので奮ってご参加下さい。

なお、総長杯コンペはH月 5日 (金 )開催決定しております。

参加者

浅海敏之、市瀬達夫、伊藤 悠、大野幸子、大野利幸、加藤栄護、

岸 猛弘、木村昭一、小池早苗、郡山弘文、島田久家、杉浦良充、

鈴木正明、外岡 明、松岡雅俊、三部由夏子、村上 満、森家一三、

保井栄子、保井 正、

吉田博行

ゴルフ部会長

鈴 木 正 明

麻雀部会
目黒稲門会主催による第19回麻雀大会は、6月 6日 (日 )西小山ク

ラブにおいて16名 が参加して行われます。

なお、渋谷・世田谷・目黒3区連合親睦麻雀大会が、4月 24日 (土 )

渋谷のスリーハンドレッドにおいて、32名 が参加して行われ、当区部

員の鈴木正明さんが優勝しました。

ダンス部会
麻雀部会長 土方 正巳

いま、ダンス部は暑いです。一曲踊ると汗です。

こんな楽しい趣味を皆さんぜひ知つてほしいです。

『リズムに乗つて、歩いて、歩いて、ほ―ら、身体が浮いてきた、リズム

に乗ってきた』

何となく感じがわかってきましたか、もう少しです。

あとはダンス部に参加するだけです、待ってます。

●日時:毎週木曜日 6:30pm～ 9:00pm

●会費:男性 2,000エ ン

女性 1,500エン  軽くビールなども用意してあります。

●会場:東急学芸大学駅2分「サンステップ」

●幹事:小サ|1裕正 3793-5555 090-800205557

ogawa555@bg.mbn.OrjP

ダンス部会長 小 川 裕 正

カラオケ部会

アンケート結果

新年度 (16年 4月より)毎月第2日 曜日の催行が決まりました。(本

会行事と抵触する場合は変更いたします)。

毎回新しい方々の参加をいただき、カラオケの盛り上がりを見せて

おります。ご都合に合わせて一度お出かけください。

言己

日時 6月 13日 (第 2日曜日)午後2時30分～5時30分

7月 4日 (第 1日 曜日)   ク

8月 8日 (第 2日曜日)   ク

場所 スタジオ「サンステップJ TEL・ FAX 03-5722-4484

会費 男性 3,000円  女性 1,000円

〒153-0051 東京都目黒区上目黒5-19-5

電話 (03)3710-5761

FAX  (03)3710-5762

カラオケ部会長  海口 昭治

「 水 泳 を 楽 しむ 集 い 」の ご案 内

楽しく水と戯れながら、健康増進をしませんか。(ゴルフの飛距離も

更に伸びるようです)。

指導は、昭和41年 水泳部卒 (?)現「稲泳会」幹事で、日黒稲門

会副幹事長の土川さんです。初心者から上級者まで、さらに腰痛の

予防、リハビリにも対応します。

ご家族の方も、どうぞご一緒に。

場所 :五本木小学校プール(駒沢通リバス停「区立五中」下車5分 )

日時 :6月 19日 (土 )・ 7月 17日 (土 )・ 8月 21日 (土)の 3回

集合:am9:00プール受付け付近、9:15分まで待ちます。

(遅れた方は適宜お入りください
)。 終了11:00

設備 :25メ ートル、6コース、水温30度、更衣室、ロッカー、シャワー

費用:入場料300円 (65歳以上150円 )

○用意するもの:水着、帽子、水中メガネ、タオル、化粧類

○問い合わせ先:TEL 3794-0396(土 川宅 )

(外岡 記 )

第 3プ ロ ッ ク 会 、開 催

各区稲門会と東京23区支部の間に、近隣区同士の意思疎通を

していく会として、23区を3つ に分けた「ブロック会」があります。日黒

稲門会は第3ブロック(他は世田谷・渋谷・港・品川・杉並。大田各稲

門会)に所属しています。実態といえば、今まであまり機能していませ

んでした。しかし、23区支部活動が活発になるにつれ、ブロック内近

隣区での意見交換の必要性が感じられるようになりました。

そこで、5月 12日 (水 )、 第3ブロック7区の代表者が集まり、今後の

東京23区支部の方向性について話し合いました。そこで、これから

も適宜第3ブロック会を開いて、情報交換に努めていくことになりました。

(当 会からの出席 :真仁田会長・浅海幹事長・岩崎事務局長 )

他区稲門会総会出席者報告

5月 18日 :港稲門会 (鈴木副会長出席 )

5月 21日 :千代田稲門会 (中上幹事出席 )

5月 22日 :世 田谷稲門会 (真仁田会長出席 )

5月 22日 :大 田稲門会 (岩崎事務局長出席 )

第3会議室

第1会議室
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